
第
５
期
に
お
け
る
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
の

在
り
方
に
つ
い
て 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

東
海
国
立
大
学
機
構
・
機
構

長
補
佐
／
岐
阜
大
学
副
学

長 

益
子 

典
文  

東
海
国
立
大
学
機
構
以
下

（
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
発
足

し
、
機
構
直
轄
組
織
の
一
つ

と
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ

ン
ト
ラ
ル
（AC

）
が
設
置
さ

れ
て
か
ら
、
早
く
も
六
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

C
O

V
ID

-19

に
よ
る
感
染
症

の
拡
大
、
世
界
各
地
で
繰
り

返
さ
れ
る
紛
争
な
ど
の
様
々

な
地
球
規
模
の
課
題
が
あ
り

ま
し
た
。
第
四
期
中
期
計
画

期
間
中
に
お
け
るAC

の
活

動
を
第
一
期
活
動
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
ま
す
。
第
一
期
の
活

動
で
は
、
岐
阜
大
学
及
び
名

古
屋
大
学
の
教
育
資
源
・
成

果
を
共
有
・
連
携
す
る
こ
と

で
，
国
際
的
に
通
用
す
る
質

の
高
い
全
学
的
な
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
提
供
等
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て
以
下

の
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

第
一
は
、
学
習
支
援
シ
ス

テ
ム
の
共
同
開
発
で
す
。
両

大
学
で
サ
ー
バ
ー
計
算
機
シ

ス
テ
ム
や
機
構ID

を
共
通

化
し
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（LM

S

）
と

し
てTACT

を
導
入
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
学
習
ス
テ
ー
タ

ス
・
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
導
入

し
ま
し
た
。 

第
二
は
、
連
携
開
設
科
目

制
度
の
創
設
で
す
。
両
大
学

の
共
通
教
育
科
目
を
中
心
に
、

両
大
学
の
科
目
を
別
の
大
学

の
学
生
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
教
職
科
目
の
一
部

な
ど
に
拡
張
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
、
さ
ら
に
開
講
科
目
数

を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。 

第
三
は
、
数
理
・
デ
ー
タ
教

育
及
び
英
語
教
育
等
に
お
け

る
教
材
の
共
有
で
す
。 

第
四
は
、
博
士
後
期
課
程

の
学
生
へ
の
経
済
的
支
援
と

し
て
、
東
海
国
立
大
学
機
構

メ
イ
ク
・
ニ
ュ
ー
・
ス
タ
ン
ダ

ー

ド

次

世

代

研

究

事

業

（M
N

S

事
業
）
を
運
用
し
て

い
る
こ
と
で
す
。 

最
後
に
、
教
育
グ
ッ
ド
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
機
構
長
特
別
表

彰
制
度
を
創
設
し
、
両
大
学

の
教
員
に
と
っ
て
参
考
と
な

る
講
義
の
実
施
者
を
表
彰
し

ま
し
た
。 

一
方
で
、
様
々
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
中
で
、
各
大

学
で
個
別
に
す
す
め
た
方
が

よ
り
効
果
的
で
あ
る
、
あ
る

い
は AC

 

以
外
で
の
連
携

が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
事
例
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
第
四
期
中
期

目
標
・
中
期
計
画
期
間
も
折

り
返
し
を
過
ぎ
た
今
、
令
和

九
年
度
か
ら
始
ま
る
第
二
期

の
活
動
に
備
え
て
、AC

 

の

今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

好
機
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
令
和
七
年
度
後
半
か

ら
令
和
八
年
度
に
か
け
て
、

第
二
期
の
活
動
の
た
め
に
議

論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

教
育
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
機
構
長
特
別
表
彰
を
受

賞
し
て 

岐
阜
大
学
／
清
島 

絵
利
子 

 

令
和
六
年
七
月
二
十
四

日
、「
第
一
回
教
育
グ
ッ
ド
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
機
構
長
特
別
表

彰
式
」
に
お
い
て
、
必
修
科
目

「
日
本
語
表
現
Ⅰ
（
初
級
）
」

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

機
構
長
特
別
表
彰
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
授
業
は
、
令

和
四
年
四
月
に
ビ
デ
オ
オ
ン

デ
マ
ン
ド
型
で
新
規
開
講
し
、

一
年
生
全
員
約
千
三
百
名
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
学
生

が
適
切
な
日
本
語
で
文
章
表

現
力
を
高
め
る
た
め
、
記
述

式
課
題
を
取
り
入
れ
、
本
学

工
学
部
横
田
教
授
が
開
発
し

た
「
受
講
者
同
士
の
相
互
評

価
、
採
点
者
評
価
を
導
入
し

た
レ
ポ
ー
ト
採
点
法
」
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
他
者
の
文
章
を
評
価
す

る
過
程
で
得
た
気
づ
き
を
、

今
後
の
自
ら
の
文
章
表
現
に

活
か
す
と
い
う
主
体
的
な
学

び
を
実
現
し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
、

松
尾
機
構
長
、
吉
田
学
長
を

は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
か

ら
温
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
受
賞
後
は
、FD

や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
講
演
依
頼
、

新
聞
コ
ラ
ム
執
筆
の
機
会
を

い
た
だ
き
、
こ
の
授
業
の
内

容
や
受
講
者
同
士
の
相
互
評

価
法
を
広
め
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
表

彰
制
度
が
発
展
・
継
続
し
、
優

れ
た
教
育
実
践
が
共
有
さ
れ
、

教
育
の
質
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

教
育
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
機
構
長
特
別
表
彰
を
受

賞
し
て 

名
古
屋
大
学
／
賴 

偉
寧 

名
古
屋
大
学
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る 

M
ei-W

riting 

サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ 

は
、
学
術
的
な
好
奇
心

を
刺
激
し
、
自
信
を
育
み
、
人

間
に
固
有
の
「
情
動
知
性
」
を

伸
ば
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

四
日
間
の
変
革
的
な
学
習
体

験
で
す
。
長
野
の
落
ち
着
い

た
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催
さ
れ
、

異
な
る
背
景
を
も
つ
学
生
た

ち
が
共
に
生
活
し
、
学
び
、
笑

い
合
い
な
が
ら
、
協
働
と
相

互
支
援
を
促
す
綿
密
に
設
計

さ
れ
た
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
の
中
心
と
な
る
の

は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス

で
す
。
各
チ
ー
ム
は
、
国
籍
、

大
学
、
専
門
分
野
、
学
年
の
異

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
通
信 

N
o

．6 

令
和
八
年
三
月    



な
る
学
生
で
意
図
的
に
構
成

さ
れ
ま
す
。
数
あ
る
協
働
活

動
の
中
で
も
、
特
に
特
徴
的

な
の
が
「
共
通
の
テ
ー
マ
に

基
づ
く
コ
メ
デ
ィ
脚
本
の
制

作
」
で
す
。
ユ
ー
モ
ア
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
違
い
を
乗

り
越
え
、
壁
を
取
り
払
い
、
自

信
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

成
功
し
た
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
は
強
力
な 

「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
学
習
環
境
」 

を
生
み
出

し
、
学
生
た
ち
は
仲
間
か
ら

支
え
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
、
知
的

な
挑
戦
を
進
ん
で
受
け
入
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
環
境
の
も
と
で
、
学

習
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
対
す
る
自
信
は
飛
躍
的
に

向
上
し
ま
す
。
多
く
の
参
加

者
が
「
新
し
い
視
点
を
得
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
り

学
び
で
は
得
に
く
い
“
学
ぶ

こ
と
の
楽
し
さ
”
を
再
発
見

で
き
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
強
固
な
基
盤
の
上

に
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は

2011

年
の
名
古
屋
大
学
で
の

開
始
以
来
、
着
実
に
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
は

大
学
院
生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
始
ま
り
、
平
成
二

十
七
年
に
は
大
学
院
共
通
科

目
、
平
成
二
十
八
年
に
は
学

部
生
に
も
対
象
が
拡
大
さ
れ

平
成
三
十
一
年
に
は
岐
阜
大

学
の
学
生
が
、
令
和
七
年
に

は
南
山
大
学
の
学
生
が
加
わ

り
ま
し
た
。
今
後
は
国
際
化

に
も
踏
み
出
し
ま
す
。
令
和

八
年
三
月
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
の 

ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ

ン
プ
（
試
行
版
） 

を
実
施
し
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学

（N
U

S

）
の
学
生
を
迎
え
る

予
定
で
す
。 

東

海

国

立

大

学

機

構

L
M

S
 T

A
C

T
 

 

名
古
屋
大
学
／
中
村 

泰
之 

岐
阜
大
学
と
名
古
屋
大
学

の

学

習

管

理

シ

ス

テ

ム

（LM
S

）
が
統
合
さ
れ
る
形

で
、
令
和
五
年
四
月
に
機
構

LM
S

と
し
てTACT

（Tokai 
A

cadem
ic 

Com
bination 

Tools

）
の
運
用
が
開
始
さ
れ
、

三
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
一
年
も
、
継
続

的
な
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
の
対
応

に
よ
り
、
運
用
上
の
課
題
を

い
ち
早
く
発
見
し
対
応
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
出
て

き
た
課
題
を
踏
ま
え
、
安
定

的
な
運
用
を
目
指
し
、
講
義

サ
イ
ト
の
継
続
期
間
や
デ
ー

タ
保
存
期
間
の
ル
ー
ル
を
定

め
ま
し
た
。TACT

の
運
用
に

関
す
る
一
次
情
報
と
し
て
の

各
種
案
内
は
、
「
機
構LM

S

『TAC
T

』
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
」

で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

学
生
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ス

テ
ム 

岐
阜
大
学
／
長
谷
川 

暁
人 

学
生
の
学
修
成
果
を
可
視

化
し
、
主
体
的
な
学
修
を
進

め
る
た
め
に
、
東
海
国
立
大

学
機
構
で
は
学
生
ス
テ
ー
タ

ス
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進

め
ま
し
た
。
岐
阜
大
学
で
は
、

令

和

五

年

十

月

よ

り

crescendo

と
名
付
け
た
シ

ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
大
学
に
お
い
て
も
、

令
和
六
年
度
よ
り
、
学
務
情

報
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
と
し
て

学
生
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ス
テ

ム
が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

持
っ
た
独
立
の
シ
ス
テ
ム
と

し
て
動
い
て
い
ま
す
が
、
両

大
学
の
担
当
者
同
士
で
協
力

し
な
が
ら
、
今
後
の
継
続
を

見
据
え
て
、
よ
り
効
果
的
な

運
用
方
法
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。 

新
任
教
員
研
修 

名
古
屋
大
学
／
加
藤 

真

紀
・安
田 

淳
一
郎 

令
和
七
年
四
月
三
日
、
東

海
国
立
大
学
機
構
新
任
教
員

研
修
が
名
古
屋
大
学
と
岐
阜

大
学
の
対
面
会
場
を
結
ん
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
は
対
面
形
式
の
み
で
行

わ
れ
、
参
加
者
は
百
二
十
七

名
（
名
古
屋
大
学
九
十
四
名
、

岐
阜
大
学
三
十
三
名
）
で
し

た
。
前
半
は
機
構
に
よ
る
研

修
、
後
半
は
各
大
学
に
よ
る

研
修
が
行
わ
れ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
九
割
以
上
が
「
お
お

む
ね
満
足
」
と
回
答
し
ま
し

た
。
自
由
記
述
か
ら
は
、「
新

任
教
員
研
修
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
、
歓
迎
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
た

の
が
よ
か
っ
た
。
ま
た
、
同
じ

新
任
教
員
の
方
と
交
流
で
き

る
の
は
、
心
理
的
に
と
て
も

安
心
要
素
に
な
り
、
と
て
も

良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
」、﹁
大

学
や
機
構
の
ビ
ジ
ｮ
ン
を
説
明

さ
れ
る
こ
と
で
︑
自
身
が
所
属
す

る
組
織
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
︑

ど
う
い
っ
た
貢
献
が
で
き
る
か

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

で
良
か
っ
た
と
思
う
︒﹂︑
と
い

う
肯
定
的
な
感
想
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
︒

 

名古屋大学会場でのランチ風景 

編集委員会 
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